






























日時 2008年6月30日(月) 午後2:00-5:45 
会場 京都大学時計台記念館2階国際交流ホール 
総合司会 山本裕美 京都大学経済学研究科上海センター長 
討論司会 大西 広 京都大学経済学研究科上海センター副センター長 
報告者 
①張 燕生 中国国務院発展改革委員会対外経済研究所所長「東アジア共同体-中国の視点-」 
②安 乗直 ソウル大学名誉教授「東アジア共同体-韓国の視点-」 
③板東 慧 国際経済労働研究所会長「東アジア共同体かアジア共同体か」 
④本山美彦 京都大学名誉教授、大阪産業大学教授「日本は米国の軛から逃れることができるか」 
 
共催    京都大学上海センター協力会  後援 北東アジア・アカデミック・フォーラム 
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≪続報 ： 香港での聖火リレーとカルフール不買運動の現況≫ 
１２．MAY．０８ 
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５月３日 マカオでの聖火リレ  ー
５／０５付けの時事速報によれば、マカオ当局が３日の北京五輪聖火リレーで抗議デモを防ぐため、労働
組合活動家を警察の厳重な監視下に置き、外出を事実上禁じるなど異例の措置を取ったと報じている。あ
る労組関係者は、「３日に外出すれば、警察に連行される状況だったので、抗議行動を断念した」という。 
 
５月８日 中国各地でのカルフールの不買運動 
上海のカルフール古北店でも、数日前から、店頭に謝罪文が掲示されるようになった。内容は下記のよう
である。①カルフールは北京五輪と上海万博を全面的に応援している。②過去においてカルフールは、
中国政府が主催する植樹運動や教育運動に積極的に参加し、多額の寄金をしてきた。③最近の雪害にも、
「中国紅十字会」に２００万元を寄金した。売り上げは半減状態が続いている模様である。 
カルフール中山公園店でも、客足は戻っていないし、店頭の壁面に古北店と同じ掲示がしてあった。さ
らに奇妙なことに、その横に人員の大量募集の張り紙がしてあった。今回の事件があって、従業員が大量
に退社したのではないかと思われる。 
カルフール武寧店でも客は少なく、いつもは満杯のレジが３分の１しか開いていなかった。従業員に聞
いてみると、お客さんが激減しているからだという。 
